
次郎長の娘が胸に秘める
幾星霜を経た、切ない恋

l 近代化を急ぐ明治から大正の世．
東大出の西洋医との出逢いが人生を変えた．
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思
え
ば
次
郎
長
は
明
治
6

年
に
三
保
松
原
近

く
の
字
池
尻
に
お
よ
そ
2

千
坪
余
の
開
墾
を

行
っ

た 。
明
治
7

年
に
は
県
令
大
迫
貞
渭
及
び

山
岡
鉄
舟
の
勧
め
で
富
士
裾
野
の
膿
野
76
町
歩

ま
っ

た 。
平
成
27
年
1

月
31
日 、

諸
田
玲
子
氏
『
波
止

場
浪
漫』

出
版
記
念
の
「
講
演
と
鼎
談
と
音
楽

の
つ
ど
い」

に
は 、

予
想
を
は
る
か
に
超
え
て

清
水
マ
リ
ン
ビ
ル
に
7

百
余
名
の
人
た
ち
が
集

の
開
墾
を
開
始
し
て 、
明
治
17
年
ま
で
続
け
た 。

ま
た
清
水 、

横
浜
間
の
回
漕
に
は
蒸
気
船
が
必

要
と 、

廻
船
問
屋
衆
に
力
説
し
て
清
水
港
の
発

展
に
奔
走
し
た 。
明
治
12
年
に
は
港
橋 、
朗
治
19

年
に
は
富
士
見
橋
が
架
橋
さ
れ
清
水
町
と
波
止

場
と
は
頻
繁
と
な
っ

た 。
船
宿
「
末
廣」
も
開
業

し 、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た 。

こ
れ
ら
次
郎
長
の
足
跡
は 、

世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
と
三
保
の
松
原 、

そ
の

懐
に
抱
か
れ
た
清
水
港 、

そ
し
て
船
宿
「
末
廣」

と 、

奇
し
く
も
次
郎
長
と
い
う
点
が一
本
に
繋

が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え 、

不
思
議
な
縁
を
感

じ
た 。本

会
の
目
的
は
「
郷
土
の
生
ん
だ
次
郎
長
の

真
の
人
間
像
を
探
り
後
世
に
継
承
す
る」

こ
と

に
あ
る 。
今
回
の
出
版
記
念
会
は 、
こ
の
意
昧
か

ら
企
画
し
た 。

次
郎
長
翁
を
知
る
会
会
長

山山
田

促
司

各
界
の
協
力
で
次
郎
長
を
全
国
に
発
信

諸
田
玲
子
氏
「
波
止
場
浪
漫」
出
版
記
念
会
に
七
百
名

次郎長翁を知る会

会報「次郎長」

33号

平成27年6月13日発行

発行／編集

次郎長翁を知る会

会長 山田促司

,
J
}
・

`
A
 

次
郎
長
の
末
裔
で
静
岡
市
出
身
の
作
家
諸
田

玲
子
氏
の
魅
力
と
人
柄
で 、

日
本
経
済
新
聞
社

並
び
に
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
を
は
じ
め
鈴

与 、
清
水
銀
行 、
は
ご
ろ
も
フ
ー

ズ 、
そ
し
て
消

水
経
済
人
ク
ラ
ブ 、
清
水
港
利
用
促
進
協
議
会 、

静
岡
商
工
会
議
所
な
ど
多
く
の
地
元
企
業
の
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
が
あ
っ

た 。
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700名が参加した「波止場浪漫」出版記念会（清水マリンビル）
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

冒
凡一 ー 疇ヽ

男
壮
な
次
郎
長
太
鼓
で
始
ま
っ

た
出
版
記
念

会
は
三
部
構
成
で 、
一
部
は
諸
田
玲
子
氏
の
講

演 、
二
部
は
小
説
に
登
場
す
る
ヒ
ー

ロ
ー

の
曾

孫
の
植
木
豊
氏
と
新
聞
連
載
の
挿
絵
画
家
横
田

芙
砂
緒
氏
の
鼎
談 。一孟一
部
は
由
比
の
小
倉
食
品

社
長
が
率
い
る
「
シ
ュ
リ
ン
プ
ス」
の
演
奏
を
楽

し
ん
だ 。

フ
ィ

ナ
ー
レ
は
軽
快
な
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

ん
音
頭」
の
リ
ズ
ム
に
の
っ

て 、

諸
田
氏
の
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
会
場
は
い
っ

き
に
沸
騰
し

た 。
ま
た 、
横
田
芙
砂
緒
氏
の
挿
絵
原
画
展
も
開

か
れ 、
熱
心
に
観
賞
し
て
好
評
だ
っ

た 。

遠
く
東
京
や
名
古
屋
か
ら
き
た
人
は
「
清
水

は
元
気
が
あ
っ

て
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね」
「
清

水
ら
し
さ
が
す
ば
ら
し
か
っ

た」
と
い
っ

て
く

れ
た 。

地
元
の
人
た
ち
は
「
オ
ー

ル
清
水
っ

て

感
じ
だ
っ

た」
「
次
郎
長
さ
ん
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た」
と
率
直
な
感
想
を
述
べ
て

く
れ
た 。

地
元
企
業
と
多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ 、

大

盛
況
の
う
ち
に
会
は
終
っ

た 。
諸
田
玲
子
氏
か

ら
「
す
ば
ら
し
い
出
版
記
念
に
な
り
皆
さ
ま
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た」
と
感
謝
を

こ
め
た
お
礼
が
あ
っ

た 。

企
画
は
成
功
し
次
郎
長
を
全
国
に
発
信
で
き

た 。
そ
れ
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
富
士
山
の

雄
姿
が
清
水
の
町
と
清
水
港
を
見
守
っ

て
い

た 。
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